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取扱説明書



警告
けがを避けるため、製品を使用する前に必ず本取扱説明書及び付属文書をよくお読みく
ださい。

使用方法 - 取扱説明書を確認すること

デザインポリシーと著作権
® および ™ は Arjoグループ会社に属する商標です。
© Arjo 2022.

Arjoは製品の継続的な改善をポリシーとしているため、本書の内容を予告なく変更するこ
とがあります。本書の内容の全部または一部について、Arjoの許諾なしに、複製すること
は禁じられています。
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はじめに
Arjo製品をご購入いただき、ありがとうござい
ます。 
本取扱説明書を最後までお読みください。
承認を受けずに製品を改造した場合の事故、事
件、製品不具合について、Arjoは責任を負いま
せん。

カスタマーサポート
更に詳しい情報が必要な場合は、 Arjo までお問
い合わせください。連絡先の情報は、本取扱説
明書の巻末に記載されています。

重大な事故
ユーザーまたは患者に影響を与える重大事故が
発生した場合、ユーザーまたは患者は、機器メー
カーまたは販売店に報告してください。欧州連
合においては、全てのユーザは、重大事故を居住
する加盟国の所轄官庁にも報告してください。

本取扱説明書の定義

注意：安全上の警告警告に従わない場合、自身
または他者がけがをするおそれがあります。
•

注意：指示に従わなかった場合、システム自体
または製品の全体あるいは⼀部に不具合が発生
するおそれがあります。
•

注意：システムまたは製品の正しい使用方法に
関する重要な情報です。
•

注意：これは、業務フローの特定の作業を容易
にする情報です。

注意：メーカー名及び住所。

警告

注意

注記

ヒント
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使用目的
Arjo 体位変換用コンフォートループスリング
は、病院や介護施設（在宅ケアを含む）におい
て、自分で体を動かすことが困難な患者の移乗
や体位変換に使用します。移乗を⾏わない際は
ベッドシーツとして、移乗の際にはスリングと
して移乗機器と組み合わせて使用します。
体位変換用コンフォートループスリングの目的：
• ベッドシーツの代わりに患者の体の下に敷
いて使用

• 水平移乗 
• ベッドでの体位変換 
• 体重測定 
• X 線イメージングプレート（カセット）の
使用

• 床からの持ち上げ
体位変換用コンフォートループスリングは、医
療・介護現場の知識を有し、介護手法の指導を受
け⼗分な知識をもつ介助者が、本取扱説明書に
従って使用してください。

目的に応じた組み合わせ
体位変換用ループコンフォートスリングは、
本取扱説明書の指示に従い、10 ページの「使用
可能な組合せ」必ず Arjo製のリフト（ループア
タッチメント）とともに使用してください。 

リフトとの互換性 

• 水平移乗：ストレッチャーフレームを使用。 

• 水平移乗：ストレッチャーフレーム、4 点式
スプレッダーバー、または 2 点式スプレッ
ダーバーを使用。 

• ベッド上で患者を上方に移動：ストレッチ
ャーフレーム、 4 点式スプレッダーバー、ま
たは 2 点式スプレッダーバーを使用。 

• ベッド上で体位変換：4 点式スプレッダー
バーまたは 2 点式スプレッダーバーを使用。 

• 体重測定：ストレッチャーフレームを使用。 

• X 線プレートの適用 /除去：4 点式スプレッ
ダーバーまたは 2 点式スプレッダーバーを
使用。 

• 床からの持ち上げ：ストレッチャーフレー
ムを使用。 

患者の体重は使用されている全ての製品および
付属品の最低安全耐荷重 (SWL)を超えてはなり

ません。セクション 10 ページの「使用可能な
組合せ」を参照してください。 

体位変換用コンフォートループスリングは、本
取扱説明書で指定された目的のためにのみ使用
してください。それ以外の使用は禁止します。 

患者のアセスメント
定期的にアセスメントを⾏うことをお勧めし
ます。 

以下の基準に従ってアセスメントを実施してく
ださい。 

• 体位変換用コンフォートループスリングは
日常生活に介助を必要とし、自身で移乗や体
位変換ができない患者が対象です。 

• 患者の体重は 272 kg/600 lbを超えてはいけま
せん。 

• 患者の体重、胴回り、体型を評価する時に
は、移乗 /体位変換 /持ち上げを⾏う介護者
にどれほどのリスクを与えているか、とい
う観点が必要です。体位変換用ループコン
フォートスリング内に無理なく収まる体形
の患者に使用してください。 

• 移乗を⾏う際に必要な介助者の⼈数は次の
要因に左右されます。 
- 患者のアセスメント結果 
- 移乗を⾏う環境 
- 各施設で定める患者の持ち上げ、移乗、お
よび体位変換の手順 

これらの基準が満たされない場合、別の機器 /シ
ステムを使用してください。 

患者に禁忌事項がある場合は、医療機関に相談
してください。 

使用期間
体位変換用ループコンフォートスリングの使用期
間は、特に記載のない限り 2 年間です。これは 6日
に⼀度洗濯し、本 取扱説明書の指示に従ってメン
テナンスを実施した場合の使用期間です。
セクション 7 ページの「準備」と 29 ページの
「点検・保守及びメンテナンス」を参照してくだ
さい。
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安全に関する注意事項

患者が興奮した場合、移乗を中止し、安定した場所に安
全に降下させてください。

警告
けがを防ぐために、まず患者の状態を確認します。
安全であることを確認した後に、患者のポジショニン
グ、持ち上げ、移乗を⾏ってください。

警告
けがを防ぐため、操作中は必ず患者の頭部と背骨部分
を支えてください。

警告
患者にチューブ /ライン /ドレーンを使用している場合
は、持ち上げ、体位変換、移乗操作時にこれらを確認し
てください。

警告
体位変換用コンフォートループスリングがリフトに取
付けられているときは、けがを防ぐため常に患者のそ
ばから離れないでください。

警告
患者の落下を防ぐため、持ち上げる前および持ち上げ
中は、ループが確実に取り付けされていることを確認
してください。

警告
けがを防ぐため、体位変換用コンフォートループスリ
ングがストレッチャーフレーム /スプレッダーバー以外
のものに取り付けられていないこと、および操作のた
めに十分なスペースがあるか確認してください。
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初めて使用するにあたって （8 つのス
テップ）
1 スリングのすべてのパーツをチェックしま
す。セクション 8 ページの「パーツ名称 / 説
明」を参照してください。不⾜あるいは損傷
しているパーツがある場合、スリングを使
用しないでください。

2 梱包材は自治体のルールに従ってリサイク
ルしてください。

3 本取扱説明書を最後までお読みください。
4 初めて使用した年⽉日と病院・施設名/部署
名をスリングの製品ラベルに油性ペンで記
入してください。セクション 8 ページの
「パーツ名称 / 説明」 32 ページの「体位変
換用コンフォートループスリングラベル」
を参照してください。

5 セクション28 ページの「洗浄と消毒の手順」
に従って、スリングを洗濯および乾燥して
ください。

6 スリングは、湿度が低く直射日光の当たらな
い室内で保管してください。スリングを鋭利
なものや腐食性のもの、製品を傷つけるおそ
れのあるものに近づけないでください。

7 取扱説明書は、いつでも確認できるよう⼀
定の場所に保管してください。

8 救急事態に備えて、あらかじめ救助プラン
を準備してください。 

注記
サポートとサービスに関するお問い合わせ
は、お買い求めの代理店もしくは Arjo にご連
絡ください。Arjoの連絡先は、本取扱説明書の
巻末に記載されています。

使用にあたって（4 つのステップ）
1 適切なサイズのスリングを選択します。セク
ション 9 ページの「体位変換用コンフォート
ループスリングのサイズ」を参照してくだ
さい。

他の患者に使用する前に、スリングがセク
ション 28 ページの「洗浄と消毒の手順」の
項目に従って洗濯されていることを確認し
てください。

•。

使用前後に毎回、セクション29 ページの「点
検・保守及びメンテナンス」に従いスリング
全体をしっかり点検して、損傷や異常がない
ことを確認してください。 
スリングに損傷や異常がある場合や、安全
が確認できない場合には、使用をおやめく
ださい。

•
•

スリングとストレッチャーフレーム /スプ
レッダーバーおよびリフトの使用可能な組
合せを確認してください。 10 ページの「使
用可能な組合せ」を参照してください。 
全システムの最低安全耐荷重 (SWL) を守っ
てください。

2 警告
二次感染を防ぐために、常に本取扱説明書
の消毒の手順に従ってください。

3 警告
けがを防ぐため、使用前に製品のチェック
を⾏ってください。

4 警告
けがを防ぐため、使用されているすべての
製品および付属品の安全耐荷重 (SWL)
が、患者の体重より大きくなければなりま
せん。 

準備
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パーツ名称 / 説明

 

 

1.サポート面
スリングには患者側（サポート面）とベッド側
がありますが、頭側と⾜側の区別はありません。 
スリングをサポート面を上（患者に向けて）、
もう⼀方を下（マットレスに向けて）にし、ス
トラップがサイドバランスでおおわれるように
ベッドに置きます。
サポート面は、仰向け位での持ち上げ、体位変
換、移乗を⾏う際に患者を⽀えます。

2.サイドバランス
サイドバランスは、移乗中の保温や快適性の向
上のため、または尊厳を守るために患者を覆う
ことができます。 

3.補強部
補強部はサポート面とサイドバランスとの間に
あります。患者の体に触れて圧迫しないよう、
補強部はマットレスより外側に出します。 

4.製品ラベル
製品ラベルは、片方のサイドバランスに付けら
れています。

5.ループ付きストラップ
ストラップは補強部に沿って取付けられていま
す。各ストラップには 3 つのループ⻑があり、
持ち上げる高さを変えられます。患者が快適か
つ適切に包み込まれるループ⻑を使用してくだ
さい。

1 サポート面 

2 サイドバランス 
3 補強部 
4 製品ラベル 
5 ループ付きストラップ
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体位変換用コンフォートループスリングのサイズ 

スリングは、体型に応じたスリングサイズを選択し、サポート面内に無理なく収まる患者のみに使用
してください。

また、スリングのサイズが、 10 ページの「使用可能な組合せ」に従い、使用されるベッドに適した
サイズであることを確認してください。

シートの図 製品番号  安全耐荷重 製品の説明 ⼨法
MAA7000R 272 kg 

 (600 lb)
⻩⾊と紫⾊の
ストラップ

サポート面： 
全幅：96 cm (38”)
⻑さ：244 cm (96”)

サイドバランス： 
全幅：40 cm (16”)
⻑さ：244 cm (96”)

MAA7000W 272 kg 
 (600 lb)

緑⾊と紫⾊の
ストラップ

サポート面： 
全幅：125 cm (49”)
⻑さ：244 cm (96”)

サイドバランス： 
全幅 40 cm (16”)
⻑さ：244 cm (96”)

レギュラー

ワイド
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使用可能な組合せ
•

リフトとストレッチャーフレーム / スプレッダーバーを体位変換用ループコンフォートスリングと併
せて使用する時の安全性を判断する際には、システム全体の SWLを必ず守ってください。 

たとえば、 Maxi Move リフトの SWL は 227 kg (500 lb)、ストレッチャーフレームの SWL は 160kg
(352 lb)、MAA7000R Maxi Transferシートの SWLは 272 kg (600 lb)です。ストレッチャーフレームの
SWL が最大 160 kg (352 lb)と、このシステム内で最も低いため、システム全体の SWLは 160Kgが適
用されます。
体位変換用コンフォートループスリングとともに使用できる製品は以下のものに限定されます。
天井⾛⾏リフト 

床⾛⾏リフト 

ベッド
体位変換用コンフォートループスリングを選択する際は、サポート面がベッドマットレスの幅と⻑さ
の全体を覆い、サイドバランスが床に接触しないようにしてください。 

警告
けがを防ぐため、使用されているすべての製品および付属品の安全耐荷重 (SWL)が、患者の体重よ
り大きくなければなりません。

Maxi Sky 600 272 kg (600 Ib)

ストレッチャーフレーム 272 kg (600 Ib)

2 点式スプレッダーバー 272 kg (600 Ib)

Maxi Sky 2 272 kg (600 Ib)

ストレッチャーフレーム 272 kg (600 Ib)

2 点式スプレッダーバー 272 kg (600 Ib)

4 点式スプレッダーバー 272 kg (600 Ib)

Maxi Move  227 kg (500 Ib)

ストレッチャーフレーム 160 kg (352 Ib)

2 点式スプレッダーバー 227 kg (500 Ib)

体位変換用コンフォートループスリング  ベッド
体位変換用コンフォートループスリング レギュラー、 
MAA7000R 272 kg (600 Ibs)

最大幅：93 cm (36 5/8”)
最大⻑ 220 cm (86 5/8”)

体位変換用コンフォートループスリング ワイド、
MAA7000W 272 kg (600 Ibs)

最大幅：122 cm (48”)
最大⻑ 220 cm (86 5/8”)
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以下の 4 つのステップに沿って移乗してください
ベッドを準備する際は、施設で取り決めたマニュアルや
褥瘡予防ガイドラインを参照してください。 

1 ベッドを介助者が作業しやすい高さに合わせ、背上
げ、脚上げを平らに戻します。

2 既存のベッドシーツを取り除き、スリングを置きま
す。スリングが床に触れていないことを確認してく
ださい。（図 1を参照）
患者がすでにベッドに寝ている場合は、既存のベッ
ドシーツを取り除きスリングを敷き込みます。以下
の例を参考に、施設で推奨している手法があればそ
れに従ってください。
患者を側臥位にして敷きこむ方法 : 患者の向きを変え
る方向にベッドにサイドレールが取り付けられてい
る、または 別の介助者がいることを確認してくださ
い。（図 2、図 3参照）
スライディングシートを使用して敷きこむ方法：Arjo
スライディングシートを使用します。スライディン
グシートの取扱説明書を参照してください。

3 敷きこんだ後、以下を確認します。
• スリングの頭側端はベッド上端にそろえ、余分な
布はベッド⾜側に垂らします。こうすることで患
者の寝位置調整が⾏いやすくなります。

• 中央（⻩⾊または緑）のストラップが大転子 / 骨
盤のあたりにそろっていること。

• スリングの縦中心が患者の下、マットレスの上に
あること。

• 補強部がマットレス端の外側に合っていること。 
• サイドバランスが、床に接触することなく両側の
ストラップを覆っていること。

• サポート面にストラップが出ておらず、しわがな
いこと。

• ストラップとサイドバランスが他の機器（ライ
ン、チューブ、ドレーン、ワイヤー、およびベッ
ドのコンポーネントなど）の邪魔になっていない
こと。 

• 枕がスリングの上に置かれていること
• スリング上にベッドパッドが置かれていること。

4 患者が安全かつ快適な位置にいることを確認しま
す。（図 4 参照）

注記
本取扱説明書では、ベッドにはストレッチャー、トロ
リーなどを含みます

体位変換用コンフォートループスリングの適用 /
交換

図 2、

図 3、

 
     

図 1

図 2

図 3

図 4
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ループの取外し

以下の 3 つのステップに沿って移乗してください
イラストは、ラッチ付きフックの⼀例です。スプレッ
ダーバーあるいはストレッチャーフレームは異なる形状
の場合があります。
1 ループをラッチにかけます。
2 ループを下に引き、ラッチを開きます。
3 ループが完全にフックにかかり、ラッチが閉じてい
ることを確認してください。（図 1参照）

注記
• 患者の体重を均等に分散するために、両側
の⾊のついたストラップがお互いに一致す
るようにしてください。たとえば⻩⾊のスト
ラップ同士を合わせます。

• ストラップのループ⻑を変え、患者の位置を
調整することで、快適性を高めることができ
ます。たとえば、頭部ではループを短く、腰
部ではループを⻑く調整します。 

• 患者がスリングの左右どちらかに偏ってい
る場合は、偏っている側のループ⻑を⻑く
し、反対側のループ⻑を短くします。 

方法 1（2 ステップ）
1 ラッチを押して開きます。
2 ループを外します。

方法 2（2 ステップ）
図はラッチ付きフックの⼀例です。スプレッダーバーあ
るいはストレッチャーフレームは異なる形状の場合があ
ります。
1 ループの片方をフックとラッチ越しに引っ張ります。
（図 1を参照）

2 ループを下に引っ張ります。（図 2参照）

図 1
ラッチ

フック

ループアタッチメント

図 1

フック

ラッチ

図 2
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ストレッチャーフレーム

水平移乗
以下の 15 ステップに従って移乗してください。 
患者を移乗するには、ストレッチャーフレームを使用し
ます。（図 1参照）

リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。

1 介助者が介助しやすいようベッドの高さを調整しま
す。背上げや脚上げは平らに戻します。リフトを近く
に置きます。

2 移乗先のベッドを同じ高さ・平らな状態にし、ベッド
のキャスターブレーキをかけ、患者を移動させる方
向のサイドレールを外します。 

3 患者の腕を患者の体の上に置きます。
4 ストレッチャーフレームを患者の身⻑に合わせ、
中央が患者のへその上になる位置に配置します。
（図 2参照）

5 スリングのサイドバランスを患者の体の上のまたは
患者の両側に被せ、ストラップをかけられるように
します。（図 2参照）

6 ストラップを取付けられるように、ストレッチャー
フレームをゆっくり降下させます。揺れないように、
介助者は常にストレッチャーフレームを保持してく
ださい。（図 3参照）

7 すべてのストラップを取付けます。患者の腹部に近
い場所から取り付けます。 
7 組すべてのストラップを、 5 組のフックに取付けて
ください。頭側 2組と⾜側 2組の ストラップは、1つ
のフックに重ねて取り付けます。（図 4 参照）
患者が快適かつ安定して保持されるループ⻑を使用
してください。

移乗先のベッドの遠い方にサイドレールが取り付け
られているか、別の介助者がいるかを確認します。 

次のページのステップを続けます

注記
本取扱説明書におけるベッドとは、ストレッチャー、
トロリー等を含みます。

8 警告
けがを防止するために、操作者と別の介助者がベッ
ドのそばにいるか、または移乗先のベッドにサイド
レールが取り付けられているか確認してください。

図 1

図 2

図 3

図 4
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9 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• チューブ、ドレーン、ラインなどがある場合は注
意してください。

• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで快適かつ完全に包み込まれていることを
確認します。 

• スリングがストレッチャーフレーム以外のものに
引っかかっていない事、および操作を実施するた
めのスペースがあることを確認します。

10 調整が必要な場合は、患者を⼀旦ベッドに降ろし
ます。
• ストレッチャーフレームのバランスダイヤル（図

5 参照） (A) で重心位置を調整するか、
• ストラップをかけなおしてバランスをとるか、別
のループ⻑を選択します。

引き続き患者を持ち上げて移乗先のベッドに移乗さ
せます。（図 6 と図 7 参照）

12 患者を移乗先のベッドに降ろします。
13 ループを取外す前に次の点を確認します。（図 8 参照）

• 患者の体が完全にベッドで⽀えられていること
• ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

15 以下の手順を確実に⾏ってください。 
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレス左右の外側にある
こと 

11 ヒント
天井⾛⾏リフトを使用する場合、リフトではなく
ベッドを移動させ、なるべく患者を動かさないよう
にします。

14 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

A

水平

図 5

図 6

図 7

図 8
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患者をベッド上方に水平移動させる方法
以下の 11 のステップに従って移乗してください。
患者の体重を計測するため、ストレッチャーフレームを
使用します。（図 1参照）
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。 
1 ベッドを介助者が作業しやすい高さに合わせ、背上
げ、脚上げを平らに戻します。リフトを近くに置き
ます。 

2 患者の腕を患者の体の上に置きます。
3 ストラップを取付けられるように、ストレッチャー
フレームをゆっくり降下させます。揺れないように、
介助者は常にストレッチャーフレームを保持してく
ださい。

4 ストレッチャーフレームを患者の身⻑に合わせ、中
央が患者のへその上になる位置に配置します。（図 2
参照）

5 患者が最も快適にサポートされるループ⻑を使用し
てください。すべてのストラップを取付けます。
7 組すべてのストラップを、 5 組のフックに取付けて
ください。（図 3を参照）
ループをフックに掛けやすくするため、必要に応じ
てベッドを背上げしてください。

6 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• チューブ、ドレーン、ラインなどがある場合は注
意してください。

• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで快適かつ完全に包み込まれていることを
確認します。 

• スリングがストレッチャーフレーム以外のものに
引っかかっていない事、および操作を実施するた
めのスペースがあることを確認します。

7 ベッド上方に患者を水平移動させます。（図 4 参照）
8 患者をベッドに降ろします。
9 ループを取外す前に次の点を確認します。

•  患者の体重が完全にベッドで⽀えられていること
•  ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

10 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 1

図 2

図 3

図 4
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11 以下の手順を確実に⾏ってください。
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

患者の体重を計測するには
以下の 12 のステップに従って計測してください。 
ストレッチャーフレームを使用します。（図 1参照）
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。
1 ベッドを介助者が作業しやすい高さに合わせ、背上
げ、脚上げを平らに戻します。リフトを近くに置き
ます。

2 患者の腕を患者の体の上に置きます。
3 ストレッチャーフレームを患者の体幹に合わせ、中
央が患者のへその上になる位置に配置します。（図 2
参照）

4 ストラップを取付けられるように、ストレッチャー
フレームをゆっくり降下させます。揺れないように、
介助者は常にストレッチャーフレームを保持してく
ださい。

5 すべてのストラップを取付けます。 
7 組すべてのストラップを、 5 組のフックに取付けて
ください。頭側 2組と⾜側 2組の ストラップは、1つ
のフックに重ねて取り付けます。（図 3を参照）
患者が最も快適な状態で適切に⽀持されるループ⻑
を使用してください。 

6 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• チューブ、ドレーン、ラインなどがある場合は注
意してください。

• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで快適かつ完全に包み込まれていることを
確認します。 

• スリングがストレッチャーフレーム以外のものに
引っかかっていない事、および体重測定を実施す
るためのスペースがあることを確認します。

7 スリングに患者の全体重がかかるまで、患者を持ち
上げます。（図 4 参照）

8 患者の体重が体重計のディスプレイに表示されま
す。取扱説明書を参照してください。表示重量には、
スリングの重量が含まれることにご注意ください。
スリングの重量は、セクション 31 ページの「技術仕
様」を参照してください。

図 1

図 2

図 3

図 4
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9 患者をベッドに降ろします。
10 ループを取外す前に次の点を確認します。
      • 患者の体重が完全にベッドで⽀えられていること
      • ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

12 次の点を確認します。（図 5 参照）
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

11 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 5
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患者を床から持ち上げるには
以下の 20 のステップに従って移乗してください。
ストレッチャーフレームを使用します（図 1 参照）
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。

1 患者のアセスメントを⾏います（施設で定める基準
に従ってください）。

2 患者の頭の下に枕を置きます。（図 2参照）
3 リフトを患者に近づけられることを確認します。必
要に応じて、スライディングシートを使用して患者
を適切な場所に移動します。スライディングシート
の取扱説明書を参照してください。

4 ベッドを近くにおいてブレーキをかけます。 
5 スリングを患者の下に敷き込みます。 
6 枕をスリングの上に置きます。
7 患者の腕を患者の体の上に置きます。
8 リフトのレッグを大きく開き、リフトを横向きに配
置します。常に患者の頭部に注意してください。 
片方のリフトレッグを患者の頭部付近に、もう片方
のリフトレッグを患者の膝の下に配置します。
（図 3参照）

9 ストレッチャーフレームが患者の体幹に沿って配置
されていることを確認します。 

10 リフトのブレーキをかけます。
11 ストラップを取付けられるように、ストレッチャー
フレームをゆっくり降下させます。

12 すべてのストラップを取付けます。 
7 組すべてのストラップを、 5 組のフックに取付けて
ください。スリング両端の 2 組のストラップは、最初
と最後のフックに取付けます（図 4 参照）。 
患者が最も快適な状態で包まれるループ⻑に調整し
てください。

注記
本取扱説明書におけるベッドとは、ストレッチャー、
トロリー等を含みます。

図 1

図 2

図 3

図 4
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13 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで快適かつ完全に包み込まれていることを
確認します。 

• スリングがストレッチャーフレーム以外のものに
引っかかっていない事、および操作を実施するた
めのスペースがあることを確認します。

14 引き続き持ち上げます。
15 リフトのブレーキを解放し、患者をベッドに移乗さ
せます。

16 患者をベッドに降ろします。（図 5参照）
17 ループを取外す前に次の点を確認します。

•  患者の体重が完全にベッドで⽀えられていること
•  ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

19 床に触れたスリングは汚れている可能性があるため
交換します。 11 ページの「体位変換用コンフォート
ループスリングの適用 /交換」のセクションを参照し
てください。

20 次の点を確認します（図 6 参照）
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

18 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 5

図 6
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スプレッダーバーを使用する場合

水平移乗
以下の 15 ステップに従って移乗してください。 
患者を移乗させるには、次のスプレッダーバーのいずれ
かを使用します（図 1を参照）：
• 2 点式スプレッダーバー (A) 
• 4 点式スプレッダーバー (B) 

リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。 

1 介助者が介助しやすいようベッドの高さを調整しま
す。背上げや脚上げは平らに戻します。リフトを近く
に置きます。

2 移乗先のベッドを同じ高さ・平らな状態にし、ベッド
のキャスターブレーキをかけ、患者を移動させる方
向のサイドレールを外します。 

3 患者の腕を患者の体の上に置きます。
4 次のように配置します。

• 4 点式スプレッダーバーを患者に近づけます。中
心が患者のへその上になるように配置します。ス
プレッターバーの幅が広い方を患者の頭側、幅が
狭い方を患者の⾜側に向けます。

• 2 点式スプレッダーバーを患者に近づけます。
中心が患者のへその上になるように配置します。
（図 2参照）

5 スリングのサイドバランスを患者の体の上のまたは
患者の両側に被せ、ストラップをかけられるように
します。（図 2参照）

6 ストラップを取付けられるように、スプレッダー
バーを下げます。揺れないように、介助者は常にスプ
レッダーバーを保持してください。（図 3参照）

7 患者が最も快適に包み込まれるよう適切なループ⻑
を使用してください。すべてのフックを使用します。 
ループをフックに掛けやすくするため、必要に応じ
てベッドを背上げしてください。頭の上から膝まで
のストラップを取付けます。最低でも両側の 5 本のス
トラップを使用します。 

注記
本取扱説明書におけるベッドとは、ストレッチャー、
トロリー等を含みます。

注記
患者のかかとがスリングから出ている場合は、かか
とに強い圧がかからないよう、スライディングシー
トを患者のかかとの下に敷きます。

図 1

A 

B 

図 2

図 3
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•

以下の手順を確実に⾏ってください。 
• 移乗先のベッドの遠い方の側のサイドレールが上
がっているか、別の介助者がいること。
（図 4 参照）

• 移乗面の間に隙間がないこと。 
9 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• チューブ、ドレーン、ラインなどがある場合は注
意してください。

• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで快適かつ完全に包み込まれていることを
確認します。 

• スリングがスプレッダーバー以外のものに引っか
かっていないこと、操作に必要なスペースがある
ことを確認してください。

10 調整が必要な場合は、患者を⼀旦ベッドに降ろし
ます。
• ストラップを外して別のフックに配置するか、別
のループ⻑を選択します。あるいは、

• ストレッチャーフレームを体重がかかっている側
にずらしてバランスを調節します。

11 引き続き患者を持ち上げて移乗先のベッドに移乗さ
せます。（図 4 と図 5 参照）

12 患者を移乗先のベッドに降ろします。   
13 ループを取外す前に次の点を確認します。（図 6 参照）

• 患者の体が完全にベッドで⽀えられていること
• ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

15 次の点を確認します（図 7 参照）
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

8 警告
けがを防止するために、操作者と別の介助者がベッ
ドのそばにいるか、または移乗先のベッドにサイド
レールが取り付けられているか確認してください。

14 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 4

図 5

図 6

図 7
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患者をベッド上方に水平移動させる方法
以下の 11 のステップに従って移乗してください。
患者をベッドで上に移動させるには、次のスプレッダー
バーのいずれかを使用します（図 1 参照）。
• 2 点式スプレッダーバー (A) 
• 4 点式スプレッダーバー (B) 
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。 
1 ベッドを介助者が作業しやすい高さに合わせ、背上
げ、脚上げを平らに戻します。リフトを近くに置き
ます。 

2 患者の腕を患者の体の上に置きます。
3 ストラップを取付けられるように、スプレッダー
バーを下げます。揺れないように、介助者は常にスプ
レッダーバーを保持してください。

4 スプレッダーバーを患者の体幹に合わせ、中央が
患者のへその上になる位置に配置します。4 点式スプ
レッダーバーを使用する場合は、太い方を患者の方
に向け、細い方を患者の腰に向けます。（図 2参照）

5 患者が最も快適な状態で適切に⽀持されるループ⻑
を使用してください。
ループをフックに掛けやすくするため、必要に応じ
てベッドを背上げしてください。
頭の上から膝までのストラップを取付けます。最低
でも両側の 5 本のストラップを使用します。すべての
フックを使用します。
 

   

     

注記
患者のかかとがスリングから出ている場合は、かか
とに強い圧がかからないよう、スライディングシー
トを患者のかかとの下に敷きます。

図 1

A 

B 

図 2
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6 患者をわずかに持ち上げて、ストラップに張⼒をか
けます。
• チューブ、ドレーン、ラインなどがある場合は注
意してください。

• すべてのループが確実に取り付けられ、患者がス
リングで完全にサポートされ、快適に横たわって
いることを確認します。 

• スリングがスプレッダーバー以外のものに取付け
られていないこと、操作に必要なスペースがある
ことを確認します。

7 ベッド上方に患者を水平移動させます。（図 3参照）
8 患者をベッドに降ろします。
9 ループを取外す前に次の点を確認します。

•  患者の体重が完全にベッドで⽀えられていること
•  ストラップに張⼒がかかっていないこと

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

11 次の点を確認します（図 4 参照）
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

10 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 3

図 4
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ベッド上で寝返りをする
以下の 12 のステップに従って移乗してください。
ベッド上で患者を寝返りさせるには、次のスプレッダー
バーのいずれかを使用します（図 1 参照）。
• 2 点式スプレッダーバー (A) 
• 4 点式スプレッダーバー (B) 
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。
1 ベッドを介助者が作業しやすい高さに合わせ、背上
げ、脚上げを平らに戻します。リフトを近くに置き
ます。 

2 スプレッダーバーを患者の体幹と平⾏にし、バーの
中心がが患者のへその上になる位置に配置します。
（図 2参照）

3 スプレッダーバーを降ろします。揺れないように、介
助者は常にスプレッダーバーを保持してください。

4 片側のストラップを取付け、患者の片側の肩から骨
盤までを⽀えます。すべてのフックを使用します。
（図 3参照）

5 患者の向きを変える準備をします（施設で決めた方
法があれば、それに従います）。 

サイドレールが取り付けられているか、別の介助者
がいることを確認します。

    

ヒント
向きを変える前に、リフトで患者をベッドの片側に移
してスペースを作ります 20 ページの「水平移乗」。
あるいは、スライディングシートをスリングの下に使
用して、向きを変える患者を横に移します。

6 警告
けがを防止するために、操作者と別の介助者がベッ
ドのそばにいるか、または移乗先のベッドにサイド
レールが取り付けられているか確認してください。

図 1

B 

A 

図 2

図 3
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7 ループがしっかり取付けられていることを確認し
ます。 

8 患者が適切な体位になるまでスプレッダーバーを上
昇させます。体位変換中は患者の状態をしっかりと
確認してください。（図 4 参照）

9 ウェッジ（枕）を患者の背中側に置き、患者が元の
体位に戻るのを防ぎます。

10 スプレッダーバーを降ろします。

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

12 以下の手順を確実に⾏ってください。 
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

11 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 4
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X 線イメージングプレートの取付け /取外し
以下の 15 ステップに従って操作してください。
X 線イメージングプレートを患者の下に取付け /取外しす
るには、次のスプレッダーバーのいずれかを使用します
（図 1 参照）
• 2 点式スプレッダーバー (A) 
• 4 点式スプレッダーバー (B) 
このセクションでは、上半身の X 線撮影のために X 線プ
レートを配置する方法を説明します。体のほかの部分の
X 線については、13 ページの「水平移乗」の指示を参照
してください。
リフトの使用方法については、各リフトの取扱説明書を
参照してください。
1 ベッドを作業しやすい高さに調節し、ブレーキをか
けます。リフトを近くに置きます。

2 スプレッダーバーは患者の胸の上に来るように準備
します。 （図 2参照）
4 点式スプレッダーバーを使用する場合は、太い方を
患者の頭側に向け、細い方を患者の⾜側に向けます。

3 スプレッダーバーを降ろします。揺れないように、介
助者は常にスプレッダーバーを保持してください。

4 患者が滑らないように、ベッドの⾜側を調整して患
者の⾜が曲がった状態にします。 
（図 3参照）
ループをスプレッダーバーに取り付けやすくするた
め、必要に応じてベッドを背上げします。 
ストラップを頭頂部から骨盤まで取付けます。 
両側３対（計 6本）のストラップは必ず使用してく
ださい。 
すべてのフックを使用します。

5 ループがしっかり取付けられていることを確認し
ます。 

図 1

B 

A 

図 2

図 3
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6 患者の下に X 線イメージングプレートを置くことが
できる高さまで、患者の上半身を起こします。（図 4
参照）

7 患者を降ろします。

必要に応じて、ループを外してスプレッダーバーを
患者付近から遠ざけてください。

9 X 線撮影を⾏います。
10 スプレッダーバーを下降させてループを再度取付け
ます。 

11 すべてのループがしっかり取付けられていることを
確認します。

12 X 線イメージングプレートを取り出すのに⼗分な程
度、患者の上半身を起こします。

13 患者を降ろします。 

すべてのループを取外し、リフトを患者から遠ざけ
ます。 

15 次の点を確認します（図 5 参照）
• 患者が安全で適切な位置にいること
• 患者の下にしわやストラップがないこと
• スリングの補強部がマットレスの外側にあること

8 ヒント
スプレッダーバーを X 線撮影を⾏うエリアから遠
ざけられるように、スプレッダーバーの片側のみの
ループを取外します。

14 警告
けがを防ぐため、すべてのループがフックから取り
外されていることを確認してからリフト本体を患者
から遠ざけます。

図 4

図 5
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スリングは、汚れやしみがついたとき、使用す
る患者が変わるたび、次の指示を必ず守って洗
濯してください。

洗浄 /消毒（2 ステップ）

スリングは洗濯機で、最低 70 °C (160 °F) で
10 分以上、通常の洗濯サイクルで洗濯しま
す。洗浄温度は 80°C (176°F) を超えてはなり
ません。

• 

 

2 通常の温度で乾燥機で乾燥します。乾燥工程
は 80°C (176°F)を超えてはなりません。

警告
二次感染を防ぐために、常に本取扱説明書の
消毒の手順に従ってください。

警告
けがにつながる破損を防ぐため、洗浄と消毒
の手順を必ず確認して洗濯を⾏ってくださ
い。体位変換用コンフォートループスリング
の安全性に直接影響します。

1 ヒント
汚れがひどい場合は、しみを防ぐため冷水
で予洗いしてください。

注意
以下に記載することはおやめください。

• 面ファスナーがついたもの、ジッパー、
鋭利な物や凹凸の多いものと洗濯する
こと

• 蒸気をあてること
• 圧迫や回転など、機械的な圧力をかけ
ること

• 漂白剤の使用
• ガス滅菌
• オートクレーブの使用
• ドライクリーニング

洗剤 
すべてのスリングは、蛍光剤や漂白剤を含まな
い、⼀般的な市販の洗剤を使用してください。
他の化学物質（塩素、柔軟剤、アルコール、
ヨード系消毒剤、臭素、オゾンなど）は使用で
きません。 

消毒
消毒方法は、洗濯による消毒のみです。（28 ペー
ジの「洗浄 /消毒（2 ステップ）」を参照）

洗浄と消毒の手順
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点検・保守及びメンテナンス
スリングは消耗品です。以下のようなメンテナンスを実施する必要があります。 

メンテナンスのためのスケジュール：体位変換用コンフォートループスリング
介助者の義務 /チェック項目 毎回使用する前 患者が変わるとき、または汚れ /しみがついたとき
すべてのパーツの目視点検 X

洗浄 /消毒 X

注記
RFID（無線⾃動識別）を体位変換用コンフォートループスリングに取付ける場合、または刺繍な
どでマーキングする場合は、縫製部分を避け、必ずサイドバランス部分に⾏ってください。 

介助者に実施していただきたいこと 
すべてのパーツの目視点検
介助者は使用前後に毎回、スリング全体を検査して、損
傷や異常がないことを確認してください。 

以下を確認します。
• 有効期限、
• ほころび、裂け目、穴 (A) （図 1 参照）、
• ストラップ取付け部の縫製不良や摩耗 (B)
（図 1 参照）、

• 熱による損傷（縮みや生地の劣化）、
• 漂白剤その他の化学薬品による部分的な損傷、
• ラベルが読めない、または劣化している
スリングに上記のような損傷や異常がある場合や、使用
することに不安を感じる場合には、 
-本製品を使用しないでください。
「初回使用日」および「病院・施設名 /部署名」の手書
き文字が薄くなっている場合は、元の文字を記入してく
ださい。
洗浄 /消毒
二次感染を防ぐため、介助者はスリングに汚れやしみが
ある場合、また患者が変わるたびに、 28 ページの「洗浄
と消毒の手順」のセクションの指示に従って洗濯されて
いることを確認する必要があります。 

図 1

B

A
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トラブルシューティング

想定される問題 対処法

患者の移乗中に、首の⽀えが⼗分で
ない。

• スリングが、脊柱と首を最もよく⽀えられるように、最
適なストラップと最適なループ⻑で取り付けられている
ことを確認します。 

• 必要に応じて、患者の首とスリングとの間に枕を置いた
り、取り除いたりして調整します。

スリング内での患者の体位を、より
上向きか半座位にします。

患者がベッドに⽀えられるまで降ろしてから次のことを実
⾏します。
• ストレッチャーフレームのバランスを調節する (A)、
（図 1 参照）

•

および /または 
• ストラップを外して別の位置に配置するか、別のループ
⻑を選択する。

スリングをリフトと組み合わせて使
用することが困難な場合。

スリングは、必ず本取扱説明書の 10 ページの「使用可能な
組合せ」に記載された組合せで使用してください。

移動の際に、患者がスリングの正し
い位置に配置されていない。

以下をご確認ください。 
• ストラップが取扱説明書の推奨どおりに取付けられて
いる。 

• スリングで⽀えた際に、患者が水平な位置にある。
• 患者の体重が、操作に応じて均等に分散されている。

スリングをベッドシーツとして使用
する際に、患者が不快感を感じてい
ないか。

• 補強部がマットレス端に沿っているか、外側にあること
を確認する。

• スリングのサポート面にストラップがなく、しわがない
ことを確認する。

• 患者の首とスリングの間に枕を置いたり、取り除いたり
して調整する。

仰臥位での持ち上げ、体位変換、移
乗の際に、患者が不快感を感じてい
ないか。

• ストラップが快適で安全な位置に、適切なループ⻑で取
付けられていることを確認します。

• 患者の首とスリングの間に枕を置いたり、取り除いたりし
て調整する。

A

水平

図 1
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技術仕様

一般
安全耐荷重 (SWL) = 体位変換用コンフォー
トループスリング上での患者の最大体重

レギュラーサイズ、ワイドサイズともに 272 kg 
(600 lb)

重量 MAA7000R: 1.1 kg (2.4 Ib)
MAA7000W: 1.2 kg (2.7 lb)

材質 100% ポリエステル（帯電防止糸使用）
使用期間 2年間
通気性 <3.5 m² Pa/W. ISO 11092

生体適合性 ISO 10993-5, ISO 10993-10

耐火等級 ISO 12952-1 および 12952-2 

動作、輸送、および保管環境
温度 動作時および保管時：

0 °C 〜 +40 °C (+32 °F 〜 +104 °F)
輸送時：-25 °C 〜 +60 °C (-13 °F 〜 +140 °F)

湿度 動作時および保管時：+20°C (+68°F)で 15 〜 70%
輸送時：+20°C (+68 °F)で 10 〜 95% 

廃棄方法
梱包（段ボールとビニール袋） 梱包材は国内規制に従ってリサイクルする必要があり

ます。
体位変換用コンフォートループスリング 布製品やその他の繊維、ポリマー、プラスチック材料

等は、可燃性廃棄物として分類してください。
廃棄前に、病院または国内の規制に従って洗濯した場
合はリサイクル可能。 
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体位変換用コンフォートループスリングラベル
一般

操作方法 - 取扱説明書を確認す
ること

安全耐荷重 (SWL) = 患者の最
大体重

PES（リサイクル可能） =  ポ
リエステル 

商品番号中の X は次のいずれ
かになります。 
– R（レギュラー）または
– W（ワイド）

バッチ番号

メーカー名と住所

製造日

機器固有識別⼦ (UDI)

PES

REFREF

洗濯とお手入れの記号

証明書 / マーキング

70 °C (160 F)で洗濯機で洗濯

漂白しないでください

乾燥器使用

アイロンは使用しないでくだ
さい

ドライクリーニング不可

病院または病棟の名前

日付を記入する部分のある記号。製品の使用
期限を示します。

欧州共同体統一法の適合を示す
CEマーキング取得

本製品が EU医療機器規制
2017/745に準拠した機器であ
ることを表示しています

160 °F

20 _ _ / _ _  +24M =
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意図的に空白
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